




昭和 51 年 5 月 8 日(土)学士会館に於いて第一回会合をひらき,本研究の趣旨の

説明をすると同時に今後の研究方針について話し合いをもった。その内容は

Guthrie 法による乾燥濾紙血液を用いて,第一段階として TSH(甲状腺刺激ホル

モン)の測定法再検討と測定を出来るだけ多数行ない,マス・スクリーニングに

よる一次性甲状腺機能低下症の早期発見を試みること,又一方,臨床所見からチ

ェック・リストをつくって,臨床的に早期発見を行ない,検査成績によって確認

することの 2つの方向性で研究を行うことであった。


